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２．今後の具体的な取り組みと数値目標（施設整備等） 

平成 26年度に、第3期習志野市障がい者基本計画の改訂と第4期習志野市障がい福祉計画を

策定し、平成27年度より取り組みます。 

事業名等 目標値 目標達成に向けた取り組み 

施設入所者から地

域生活へ移行目標

人数 

 

25人 

(25年度末⇒ 

29年度） 

①グループホームの施設整備を促進すると共に、経済

的な支援策について検討していきます。 

②地域移行においては、近隣住民の理解が重要となる

ため、様々な機会を捉えてソーシャルインクルージョ

ン（社会的包容）の理念の啓発に取り組みます。 

施設入所支援 

 

84人⇒71人 

（26年度⇒ 

29年度） 

①入所者数の削減及び地域移行には、グループホーム、

生活介護等の日中活動、短期入所、相談支援など地域

生活を支えるサービスの充実や、適切なケアマネジメ

ントが重要となります。施設入所が真に必要と判断さ

れる対象者の把握に努めます。 

短期入所(福祉型) 54人⇒66人 

（26年度⇒ 

29年度） 

①新たに市内にグループホーム等の設置を検討する

事業所や既存の事業所に対し、短期入所を併設した施

設の事業展開について協力を要請するとともに、補助

金等の情報提供により事業所の誘致に努めます。 

②高齢者施設における短期入所利用について、機会を

通じて運営主体に働きかけていきます。 

③緊急時に短期入所を利用するためには、短期入所の

施設職員に日頃状況や対応方法を予めわかってもら

うよう、平常時から短期入所を利用し施設と繋がりを

持っておくように利用希望者への周知を図ります。 

生活介護 191人⇒200人 

（26年度⇒ 

29年度） 

①特別支援学校の在学生における通所希望者の把握

を行い、必要に応じて、既存の事業者に対し、定員の

増加を促進、支援していきます。 

②卒業後、在宅とならないように、指定管理者が運営

している花の実園の定員増を検討していきます。 

共同生活援助 

(グループホーム) 

88人⇒103人 

（26年度⇒ 

29年度） 

①必要なサービス量が確保されるように、施設整備情

報の把握、既存の事業所への働きかけや事業所の誘致

に取り組んでいきます。 

②施設運営の安定化及び利用者の負担軽減を図るた

め、引き続き、建設費等の補助及び運営費の補助と家

賃補助を継続していきます。 

※目標値は市外施設の利用者を含みます。 

 

 

3 ．グループホームの機能強化 

地域の課題に応じて緊急時の受け入れや相談機能を担う複合的な施設整備に向けた支援を検討して

いきます。 

具体例…浦安市の場合 

・定員 5名の障がい者グループホーム（共同生活援助）事業所を平成 27年 10 月開設予定。 

・夜間休日等に行動障害等がある市内の事前登録者 10 名に対し緊急時対応を行なう拠点とする。 


